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公私動協の取り組みと

機関における対応例
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公私立大学実験動物施設協議会

（公私動協:会員施設95）

会長喜多正和

（京都府立医科大学）
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公私立大学実験動物施設協議会会則

第１章総則

（名称）

第1条本会は､公私立大学実験動物施設協議会(以下｢協議会｣という。）と称する｡協議
会の英語名称は､JapaneseAssociationofLaboratoryAnimalFacilitiesofPublicand
PrivateUniversities(JALAP)とする。

（目的）

第2条協議会は､公立及び私立大学等に設置する共同利用の実験動物施設等(以下｢施
設等｣という。）の連携を促し､施設等に共通する管理運営上の問題並びに実験動物及び
動物実験に関する諸問題を解決し､適正な動物実験による教育と研究の進展を図ることを
目的とする。

（事業）

第3条協議会は､前条の目的を達成するために､次の各号に掲げる事業を行う。
（１）施設等の管理運営並びに実験動物及び動物実験等に関する資料の収集｡調査。
（２）施設等の諸活動及び教育と研究における相互協力の推進。
（３）その他､前条の目的を達成するために必要な事業。
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